
 

 

 

20 青森県生協連｢2016 年度  新春セミナー報告｣ 

１．日時：2017年 1月 27日（金）13:30～17:00  

２．場所：青森市 青森県観光物産館アスパム 5階あすなろ 

３．参加：青森県労済生協（2）、青森県庁消費生協（6）、青森県民生協（11）、コープあお 

     もり（35）、青森保健生協（16）、津軽保健生協（8）、八戸医療生協（2） 

     青森信用生協（1）、講師・地連・県連（6）    合計 87 名 

４．内容 

    講演①鶴岡での協同組合連携の到達 

        「いつまでも住み続けられる まちづくりをめざして」 
  講師：庄内まちづくり協同組合『虹』理事長・生協共立社理事長 松本政裕氏 
    講演②「まる元」運動の仕組みを 高齢化社会の福祉コープ商品に育て、普及したい 
    講師：北海道生協連 事務局長 川原敬伸氏 
      NPO ｿｰｼｬﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ推進センター理事長・小樽商科大学特任名誉教授 相内俊一氏 
 

５．概要 

・平野県連会長の開会の挨拶の中で、第 5回県連理事会にお

いて、「安心してくらせる地域づくりをすすめる会」の設立

を決議したことが紹介され、今回の研修からの学びを今後の

取り組みにつなげていきたいとの決意が語られました。 

 

・前半のご講演では、松本政裕氏より山形県鶴岡における、

異業種の法人で構成する事業協同組合「庄内まちづくり協同

組合 虹」が、4 者のトップによる定例会議の中で設立し

た経過及び背景と、住民の要求を解決するために介護サー

ビスを開始し、ケア付き高齢者住宅等を事業化してきた取

組みをご紹介いただきました。 
協同のルーツは、共立社の設立趣意書の中で「生協の最終

目的は、共同の力でよりよい生活をつくりあげることにあ

る」とあり、90 年代構想では生活総合保障体制の確立をめ

ざす生協運動を志向し、協同組合運営による「高齢者保健

施設の開設と文化協同推進」などを掲げていることが話さ

れました。また、歴史を引き継ぐために、

「生協共立社」と「医療生協やまがた」に

よって締結が予定されている協定書案が紹

介されました。 
「安心して住みつづけられるまちづくり」

の目標を共有し、人と人とのつながりと地

域性を大切にした協同の中から生まれた取

り組みのすばらしさを学びました。参加者

からは医療生協と購買生協との連携の強化

や協同組合間協同を進めていきたいとの感

想が多数寄せられました。 
 

会議報告 

開会の挨拶をする平野会長 

講演される松本政裕理事長 



 
 

 

 

 

・後半のご講演では、川原敬伸氏と相内俊一氏より、北

海道で展開している高齢者運動教室「まる元」の取り組

みについてご紹介いただきました。 

・川原氏からは北海道生協連が 2014年度より発足した「福

祉問題を総合的に“考える会”」（生協、大学、提携諸団

体等 16団体）による「まる元」と「生活支援コーディネ

ーター」の取り組みの実践と、平等な協働と連携が大切などの教

訓が話されました。また、厚労省が生協の活動を地域包括ケアシ

ステムの構築において位置づけるべきと評価していることが文

書で紹介され、無批判ではなく生協の意向を伝えつつ行政と連携

することが大事と話されました。最後に研修後に行動しなければ

変わらないと話を結びました。 

・相内氏からは、コープさっぽろの福祉ソーシャルビジネスの考

え方と背景に触れながら、「安心・安全・科学的」を前提とする「ま

る元」のスキームと実践内容と広がりが紹介されました。また、認

知機能回復の体操体験では笑いが会場にあふれ、感想の中では取り

組みへの感銘と共に、青森でも実践したい、ゆる元の指導者になり

たいとの声が多数寄せられました。 

・小池県連専務理事により、地域住民の要求のあるところに運動を

起こし、運動の広がりを事業に発展させて

いるすばらしい実践を学ばさせていただ

いた感謝と異業種の壁を越えた連帯の中

で、安心してくらせる地域づくりを進めた

いとの決意が語られ、閉会となりました。 

 

６．参加者感想より 

○協同組合も個々に活動するのではなく、

今の時代だからこそ、一緒に活動するべきだと感じました。あらゆる協同組合が力を合わ

せることで地域の組合員が安心して暮らせる社会ができると思いました。 

○地域住民のくらしを支える、地域に根差した活動、これを実現するために異業種の壁を

乗り越えて取り組む素晴らし活動だと思いました。 

○地域に根ざす、店舗では地域に愛される、地域の暮らしを支える場としてより一層頑張

っていきたいと思いました。 

○地域包括ケア時代の生協、行政、大学の連携による理想形を学びました。 

○安心、安全が「科学的」な根拠をもってしっかりと「結果」

を出せるしくみだと思った。 

○高齢者の笑顔、接する若者の対応、この光景を高齢化社会

で目指したいという取組みはすばらしいと思いました。 

○今後、機会があれば、「ゆる元」の資格に挑戦したいです！ 

 

講演される川原事務局長 

講演される相内理事長 

閉会挨拶をする小池専務 

ゆる元体操の体験で会場は笑いと笑顔に・・・ 

司会をする鎌田常務 


